
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださ

り、誠にありがとうございます。8月は夏休みの月です。今回は家族のお話

をさせていただきます。長男が岐阜県瑞浪市にある「中日本生涯学習セン

ター」が企画する小・中学生対象の「サマーキャンプ」に参加しました。瑞

浪市の屏風山の麓の研修施設です。そこは、瑞浪麗澤高等・中学校が同

じ敷地内にある広大な敷地で、そこの広場にテントを張って行う5泊6日の「サマーキャン

プ」です。小5の長男は今年で2回目の参加でした。昨年「とっても楽しかった！」と言って

いたので、快く参加すると思って長男に声を掛けたところ、「パット」しない返事が返ってき

ました。どうやら約1週間家族から離れるのが寂しかったようでした。この「サマーキャンプ」

は、飯盒炊飯、キャンプファイアー、川遊びに、山登りと普段ではできない体験ばかりでし

た。最終日の夜には、「家族からの手紙」を受け取ります。今年は、私が書きました。もち

ろん、長男に手紙を出すのは初めてでした。運営側から「手紙の書き方」が親切に記され

ていました。先ず、封筒の表書きと手紙の書きだしの名前は、子供を尊重する意味でも

「様」付けで書くよう指示がありました。これもまた、長男を「様」付けしたのも初めてでし

た。文章は「起承転結」に①「子供がご自身のもとに生まれた当時の様子とその気持ちや

思い」②「ご自身が幼少期の頃の、ご両親との思い出や子供の頃の夢」③「お子様に、将

来どのような大人（人間）になって欲しいかという願い」に尊敬と愛情を表して思いを伝えて

くださいとありました。昔のことを思い出しながら、素直な気持ちで便箋3枚分の手紙を書き

ました。書いているうちに自然と「感謝」の気持ちが湧いてきました。普段「感謝」出来てい

ないことへの「感謝」や、当たり前のことへも「感謝」そして、手紙の最後に私の「座右の

銘」の一つである言葉「人生に無駄な経験など何一つない」と記しました。この言葉は私の

恩師である「青年塾」の「上甲塾長」からの「教え」です。最終日に、「サマーキャンプ」

の感想文の発表会がありました。私は長男の発表を聴いて驚きました。5日目に、岐阜県恵

那市と瑞浪市にまたがる標高７９４．１ｍの屏風山へ登りました。下山時に、長男が集団か

ら離れてトイレに行った後、後を追って行くうちに道に迷ったそうです。その時、同行していた

だいた「スタッフの宮田さん」と一緒に山を下りてきましたが、どうやら到着地の瑞浪市では

なく、反対側の恵那市へ下りてきたそうです。そこから研修施設まで徒歩で２時間半、そこ

で通りがかりの「老夫婦」に尋ねたところ、恵那市から土岐市まで帰る道中、瑞浪市へ立

ち寄って頂けると「ヒッチハイク」をして帰ってきたと、今ここにいれるのは「スタッフの宮田

さん」のお陰ですと発表していました。山道を歩いている時は、とっても不安でしたが、公道

に出てこれて「ホッとした」と家に帰ってから言っておりました。土岐市の「老夫婦」と「ス

タッフの宮田さん」へは感謝の気持ちで一杯です。長男

にとって今年の夏は「思い出深い体験」で「感謝」する

ことを人一倍養えたことだと思います。今年の夏も「サマ

ーキャンプ」を運営していただいた皆様へ改めて御礼申

し上げます。ご一読くださりありがとうございます。
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